


















2 － 1 ．履修学生
履修学生は26名（男子13名，女子13名）で，




2 － 2 ．授業期間および場所
授業期間は2011年 4 月27日から 7 月20日で，
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1 年生が14名（73.7％）， 2 年生が 3 名（15.8％），
3 年生が 2 名（10.5％）， 4 年生 0 名（0％）で，
1 年生が多く履修する授業であった。この学
生の授業への参加状況は，図 1 の通り，欠席 0
回が 7 名，欠席 1 回が11名，欠席 2 回が 1 名で，
高い出席状況にあった。
3 － 2 ．泳力測定
泳力の測定日は，初回， 1 ヶ月後（中間），
最終回（約 2 ヶ月後）を目安に，2011年 5 月11














8 水中運動 1 （基本動作）
9 水中運動 2 （アクアビクス）
10 水中運動 3 （リラクセーション）







3 － 3 ．学生によるアンケート調査
学生によるアンケート調査は，初回，最終回
を目安に，2011年 5 月11日， 7 月20日の計 2 回
行った。配布されたアンケート用紙に各自で回
答し提出した。回収率は100％であった。





































- 3 - 
3．授業の評価 
3-1．対象の学生 
 履修学生は 26 名であったが、その中から、出席率が 2/3 以上で、かつ、調査
日のすべてを欠席しなかった学生 19 名（男子 11 名、女子 8名）を対象とした。
対象となった学生の所属学年は、1年生が14名（73.7％）、2年生が3名（15.8％）、
3 年生が 2 名（10.5％）、4 年生 0 名（0％）で、1 年生が多く履修する授業であ
った。この学生の授業への参加状況は、図 1 の通り、欠席 0 回が 7 名、欠席 1








2011 年 5 月 11 日、6 月 15 日、7 月 20 日の計３回、授業時間内に行った。より
正確なデータを得るために学生同士で 2 人組になり、お互いが交互に泳者と記
録者になって実施した。学生は、泳ぐ 1分前と運動終了後 20 秒後に触診で心拍






 学生によるアンケート調査は、初回、最終回を目安に、2011 年 5 月 11 日、7

















































 泳力測定として行った 10 分間泳の泳距離の結果は図 2の通りである。値は他
学生 19 名の平均値で、学生はクロールまたは平泳ぎを選択して泳いでいる。授
業開始前の状態は 383.8m であるが、授業が進み約 1 ヶ月後には 435.9m に距離
が 52.1m 増え、その 1 ヶ月後の最終回（最初からみて約 2 ヶ月後）には 447.6m
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 次に、10 分間泳を始める 1分前と運動終了後 20 秒後に測定した平均心拍数の
結果は図 3の通りである。運動開始前の平均心拍数は、初回 76.2 回/分、1ヶ月
後 68.5 回/分、最終回 65.1 回/分であり、運動終了後の平均心拍数は、初回 122.9
回/分、1 ヶ月後 120.9 回/分、最終回 126.3 回/分である。運動前後で差がある






図 3 10 分間泳の運動前後における心拍数の変化 
  
 また、10 分間泳そのものの運動強度を考えてみてみると、高橋（1983）らは、
男子学生は 160〜200 回/分の範囲に分布し、最頻値は 180〜190 回/分、女子学





































































図 4 授業開始前の泳法別に る泳技能の自己評価 
 










クロール 12 4 1 2
平泳ぎ 11 3 2 3
背泳ぎ 7 4 2 6
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図 5 授業の前後におけるクロール泳に関する泳技能の自己評価 
 














前 12 4 1 2



















前 11 3 2 3
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図 5 授業の前後におけるクロール泳に関する泳技能の自己評価 
 














前 12 4 1 2



















前 11 3 2 3
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 授業の前後における背泳ぎに関する泳技能の自己評価を図 7 に示す。授業の
前後での大きな変化がみられる。背泳ぎができなかった学生は 6 名で、どちら
かと言えば泳げないという学生 2 名を含めるとおよそ全体の半数近くが背泳ぎ






図 7 授業の前後における背泳ぎに関する泳技能の自己評価 
 
 授業の前後におけるバタフライに関する泳技能の自己評価を図 8 に示す。授










前 7 4 2 6
















- 9 - 
 
図 8 授業の前後におけるバタフライ泳に関する泳技能の自己評価 
 














前 5 1 5 8



















クロール 3 5 6 5
平泳ぎ 3 5 6 5
背泳ぎ 2 5 4 8
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図 8 授業の前後におけるバタフライ泳に関する泳技能の自己評価 
 
 授業開始前における泳法別の指導に関する自己評価を図 9 に示す。クロール













前 5 1 5 8



















クロール 3 5 6 5
平泳ぎ 3 5 6 5
背泳ぎ 2 5 4 8






























図 10 授業後における泳法別の指導に関する自己評価 
 









クロール 9 9 1 0
平泳ぎ 8 7 4 0
背泳ぎ 8 8 2 1
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図 11 授業前における安全面に関する自己評価 
 















自分の安全を守ること 8 10 0 1
他人の安全を守ること 4 4 9 2
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自分の安全を守ること 18 1 0 0
他人の安全を守ること 9 9 1 0
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